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体長分布よりみたホッケ Pleurogrammu5aZOnU5 JORDAN et METZの成長

久新健一郎

(北海道大学水産学部資源学教室〉

On the Growth of“Hokke"， Pleurogrammu5 azo怖 15JORDAN et METZ， 

Considered on the Basis of Length Distribution 

Ken-ichiro KYUSHIN 

Abstruct 

In the present papar， an atternpt was made to estirnate the growth of官 okke'， 
Pleurogrammus azonus， on the basis of consideration of the sea捌 lalchange of rnode in 
length frequency distribution. Data were collected frorn 1949 to 1956. in Hokkaido waters 

chiefly. 
Results obtained here are surnmarized as follows: 

1) It is estimated that the fish grow to about 21.5，28 and 33 cm in加dylength in the first， 
鈎 coodand third year of their Iife respectively. 

2) The growth in the period from May to August may be quick， then extrernely slow in the 
winter season. 

3) At the young stage， the body length of the samples frorn the Japan Sea is greater than that 
of those from加ththe Sea of Okhotsk and the Pacific ar四 butdistinct differenωs are not 

recognized between each area in res戸ctto the growth after the end of the first year of life. 

筆者はホッケの体長重華料を使用して成長の推定を試み，二三の知見を得たので報告する。

本文に入るに先だち.報告の御校閣を賜った本学部淡水増殖学教室山本喜一郎教授.並びに研究を進める

に当って幾多の御便宜をはかつて下さった北水研大垣光平所長，佐藤栄資源部長，添田潤助函館支所長及び

組織研究にたずさわっている北水研，北水試の各位，又資料の整理に尽力された当教室佐々木敏子嬢に感謝

の意を表する。

材料及び方法

木研究に使用した体長重要耕は1949年6月から1956年6月までの聞に蒐集したもので，その中体長約18cm以

上のものは，周年操業される底曳網及び9月-12月の産卵期に於ける底建網，延縄並びに剰j網で漁獲された

ものである。1) 体長18cm以下の資耕(第1表)は.主として6月中旬-8月上旬に日高沿岸の定置網で漁獲

されたもの及びたも網又は稚魚ネットにより12月-7月の期間に北部日本海並びにオホヅグ海で各々採集さ

れたものである。

木報告では上記資事専の月別叉は採集日毎の体長分布に出現しているモードの季節的推移より成長を考察し

た。但し組成の不明な資桝(第1表Jでは体長範囲の中央値を使用しているが， これ等の資料はU、ずれも成

長の初期段階のものであり.叉体長範囲も狭いからモードに代る値として取扱ってu、る。

結果及び考察

全資料を日本海水域，オホック海水域及ひ。太平洋水域の三つに大別し，年次の区別をせずに体長モードの

季節的安化を示したのが第1図で.2O.5cm以上のものは月別資棋のモードを又16.5cm以下のものは第1表
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久新: 体長分布よりみたホッケの成長

T'able 1. Data on the larval and young stage 

I Range of I 
Region Gear I body length I 

Ccm) 

Mode 
Ccm) 

|Individual 
number 

Set nと|土空竺I 14.5 竺 8

1950 

1949 VI.15-VH.28 I Horoizumi 

F 

" VH.21 

1951 VI.26-圃 .8

1952 VI.18 

" VI.23-VIII.5 

1953 Y.7 

" Y.7-12 

" VI.4 

" VI.21 

VH.9 

Kushiro 

Horoizumi 

Mitsuishi 

" VI .16-VH.11 I Horoizumi 

1954 lV.2-3 I North off Kamui伊 int

" VI .1-2 I Notoro卯 intN 3(ト胡F

" XII.16-17 

" VH .12-24 I Horoizumi 

四155 1.24-26 

F 8.5-15.5 I 12.5 179 

F 

" 

F 8.5-13.5 I 11.5 50 

グ

寸前t172E|ムi;

" 

Off Tak宝坦EP空int ー|竺竺net日竺竺と1_0竺と1__4そ-
F 0.9-2.4* I 1.65** 125 

" ll.9 F 

" ]1[.8-9 F 

" Y.2 

" Y.3 
" Y.21 

Aonai SSW-WSW 20-40' 

F 

Aonai NW 40' 

Mitare W 3/4 N回'" Y.29 

Iwanai W /N 70. '5 " VI.4 

" VI.12 

" VH.23 

" VH.17-26 

1956 Y .10-29 

Urupu Is. North 6Q-l!∞' 

Aonai SSW-W 20-40' 

" VI.3-4 Aonai SSW-W 20-40' 

F 1.1-3.1ホ 2.1** ー41

F 1.4-2.2* I 1.8料 33 

ペ竺L-71F[-÷
F I 9.5-13.5 12.5 

F I 8.3-12.4 10.4** . 3 

Drift net 14.5-15.5 15.0** g 

Dip net 8.5-9.5 9.0 6 

Set net 11.5-14.5 12.5 30 

Dip net 10.5-17.5 12.5 28 

F 7.5-15.5 12.5 37 

F 13.5-15.5 I 14.5 9 

Data were ∞I1ected by Hokkaido regional Fisheries Rel詑archLaboratory. 
* Total length 料 Median
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第1は1月の1.65cmより始ま:若:モムド群で， 3 

月-4月には1.8-2.0cmを示し， 5月-6月と時

間の経過と共にその値は急速に大きくなり， 7月の

最大値は 16.5cmを示すようになる。これに続と 18

cm前後のものは 7年聞の資料に全くみられないが9

-12月には 21.5cm前後の処にこれに続くと恩われ

るものがあらわれている。夏期に於ける急速なモー

ドの移行は，こ、で用いられた幌泉の資料を年次別

にし，更に資斜採取日毎の体長組成に細分すればよ

り明瞭となる(第2図〉。即ち 6月中旬のモードは

10cm前後であるが以後8月上旬の15.5cmまで極め

て明瞭な移行を示し，然もその移行は年により大き

な差異は認められず，常に 10cm前後に始まり 2ヶ

月の聞に15.5cmと約5cm移行している。叉'""の一

連のモード群とは別に 17cm前後に別のモード群が

みられるが出現の度合は少なしこれは1951年及び

1953年の資料にだけ出現している。

第2群のモードの推移は， 1月2O.5cmに始まり

12月 の 批mに終る。その季節的な移行はほぼ直線

的であるが.更に詳細にこれを検討するため北海道

北西水域より得られた測定資斜毎のモードの季節的

変化を年次別に追求してみると(第3図)，各年と

も11月-3月の期聞は2O.5-22.5cmで比絞的一定

の値を示すが，以後4月から 9月まではその値が急

速に大きくなっている。 1954年の資耕では8月-9

月の 28cm前後に達したモードが11月-12月に再び

これより距視的Kみて三つのそれぞね異なる推移を示す一連のモード
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Fig. 1. 

安定した値を示しているo 勾

第3群のモードの推移は 1月28.5-30.5cmから12月の32.5-34.5cmに至る移行で，モードの散らばりが

大きいため第2群程明瞭な移行は認められない。

叉.水域別にモ-1:-'"の出現状況をみれば(第1図)， 16.5cm以下の資事専で日本海水域のものは12月""6月

の聞に約1cmから 16.5cmfこ移行し，オホック及び太平洋水域では資料が6月及び7月tニ限られていて. 6 

月上旬に各々4.55及びl1.5cmの各1資料がみられ. 7月にはオホヲグ水域で 12.5cmに，叉太平洋水域では

10.5-16.5cmの聞にモードが出現している。従って各水域の資料を十分比駿することは出来ないが， モー

ド値分布の傾向からみて日木海水域のものは他水域のものより体長が大きいと見倣される。然しこれに続く

10月-12月のモードでは日本海及びオホヅグ雨水域の示す値は 21.5cmでほとんど差異は認められない。第

2群のモードの推移についてみれば，オホヲグのものが目本海水域のものより幾分小さい値を示しているが

判然とした差異は認められず，叉第3群のモードでは各水域とも散らばりが大きし差異を論ずることは出

来ない。

以上の結果よりホッケの成長を考察しよう。
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体長分布よ、りみた示ッケの成長久新:I銭i7)

20 

3巴 《円。

@ 

。
0・。000。

& 

。

o
，A
@

 

。

)t 

畠

。000 • 
c.-・。00。メ0.0、

α誕lOXO依拠。。。
倒n8。

'‘ 
'‘ 

@ 

x 

@ 

)t 

lC)( 

0)( • 

15 

ハ
g
u〉
岡
山
#
凶

E
-
h宮
伺

x 

IW"  1/咽 1
Date 

Daily change in the mode of length distribution from Horoizumi ・1949 (!) 1951 0 1952 x 1953 .. 1954 

Fig， 2. 

)()( 

15 

10 

-
•• .

 A
 .
 

• -• • • •• • • ••• • . . ... ..... • • • •••• . ..~崎 ... ・・ ・・・，・'・・・・ .""，.F ... .... 
2 ぜ，

1・・ ，-- -・./ ./ . /' -..〆.
・・・"・ ・'-・-・司・'・_.e...・/ 個 蝿r・・可h ・ 4〆. 

• 
40 

-・'
251・./

35 

30 

(
R
S〉
岡
山
首

E-ph吉
凶

百 l-nrv VII IX x1 
1955 

E 司マ1iJ 

20 

vn-IX-xr 
門53

Date 
seぉonalchangein the mode of length distribution in each 

sample from the north'westem area of Hokkaido 
Fig， 3， 

ホッケの産卵期は9月から12月の聞で，北海道南部日本海沿岸.;fIJ尻・礼文及び知床の主産卵場で時期的

に幾分異なる。卵は室内発生実験2)'によれば.7K温条件100Cで勝化まで約節目を主要し.勝化時の体長は0.9

cm前後である。各産卵場の海況条件は調査されていないが"北海道南部沿岸の表面水混本の状況をみれば

(第4図)， 10月-1月の期間で約21-60Cの範囲にある。従って12月-4月に稚魚ネットで採集された体長

モード1.0-4.5cmのものは明らかに前産卵期に産卵された卵から卿化した稚魚群で， その急速なモード値

の上昇は幼魚期の速な成長を示すものと考えられ.その年の12月には体長21.5cm前後となる。叉幌泉の目別

体長組成(第2函〉に現れた 17cm前後のモード群は，初年の成長が約21.5cmであり，後述の如く第2年目

の6月-7月には体長 24-25cmに成長するという推定にもとづけば. 6月中旬-8月上旬の聞に体長約 10

cmから 15cmに成長する魚群と年齢を具にするものではなく .M化年次は同じであるが異った産卵場で解化

-193ー
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した魚群がその年によって混入して来るものと考えられる。

叉上記の第2.第3のモード群はそれぞれ卿化後2年及び3年目の魚群をあらわすものと判断され.従っ

てそれ等の成長は2年目で約2O.5cmから3Ocm. 3年目で28.5-30.5cmから32.5-34.5cmとなり.産卵後満

2年及び3年でほヨ28及び33cm前後の体長に達するものと推定される。叉季節的には5月-8月に成長が著

るしくよく .11月-3月の冬期間は遅滞期と考えられる。 3年以上の成長については資斜が散漫なため不明

である。

水域による成長を比較すれば，勝化後数ヶ月間に採取された資斜で日本海水域のものはオホヲグ及び太平

洋同水域のものより体長が大きい。これは各幼魚群の由来する産卵場における勝化時期の相異によるもので

あろうが，その年の秋には日本海及びオホヲグのいずれの水域でも体長21.5cm前後に達し，以後2年目迄の

成長に論ずる程の差異は認められない。叉3年目の水域による成長の差異については本資料より推論できな

v、。
以上，体長資耕より大略の成長を考察したが.雌雄別及び高齢魚の成長については他の調査にまたねばな

らない。

要

筆者は1949年より1956年までの体長資斜を使用し，体長分布に現れているモードの季節的推移よりホッケ

の成長を考察した。その結果は次のように要約される。

1) 産卵後1. 2年及び3年で各々21.5，28及び泊cm前後の体長に成長するものと推定される。

2) 5月-8月に成長は著るしし 11月-3月の冬期聞はその遅滞期と考えられる。

3) 勝化後数ヶ月聞に採集された重要斜では， 日本海水域のものがオホヅグ及び太平洋雨水域のものより体長

が大きい。然し以後2年目迄の成長に水域による差異は認められない。

摘

献

北海道区水産研究所 (1952-5の.北海道区資源調査要報 (3)，145-166;(6)， 9-34; (9)，14-35; 
(11)， 79; (13)， 83-91; (14)， 122-126. 

遊佐多津椎(未発表論文).ホッケ魚卵の発生と稚魚.

北海道道立水産試験場 α953).ホッケとその漁業一漁業指導資料 (2)，9-15. 

北海道区水産研究所 α956).北海道の機船底曳網漁業とその資源 72-86.
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